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(54)【発明の名称】 内視鏡の手元操作部

(57)【要約】
【課題】巻取車の回転軸にビスで取付板を固定し、その
取付板にアングルツマミを取り付け、かつ、ビスの頂部
を弾性部材で押圧することにより、確実にアングルツマ
ミを固定できる内視鏡の手元操作部を提供する。
【解決手段】巻取車３２の回転軸３６に第１ビス４４に
よって取付板４２を取り付ける。この取付板４２に押圧
板５４を介して第２ビス５６でアングルツマミ２２を固
定する。押圧板５４はＯリング６６を介して第１ビス４
４の頂部を押圧する。取付板４２は回転軸３６よりも大
径に形成されているため、また、第１ビス４４はＯリン
グ６６に押圧されているため、アングルツマミ２２が繰
り返し操作された場合であっても、第１ビス４４と第２
ビス５６とは容易に緩むことがない。これにより、確実
にアングルツマミを固定することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  アングルワイヤが巻回された巻取車と、
該巻取車の回転軸に連結されたアングルツマミとを備
え、アングルツマミを回動操作することにより、挿入部
先端に形成された湾曲部を湾曲させる内視鏡の手元操作
部において、
前記巻取車の回転軸よりも大径に形成されるとともに、
その回転軸の端面にビスによって固定され、前記アング
ルツマミが取り付けられる取付部材と、
前記アングルツマミに取り付けられ、弾性部材を介して
前記ビスの頂部を押圧する押圧部材と、を備えたことを
特徴とする内視鏡の手元操作部。
【請求項２】  前記アングルツマミは、前記取付部材と
前記押圧部材との間に介在され、前記押圧部材を第２ビ
スによって前記取付部材に固定することにより、前記取
付部材と前記押圧部材とに挟持されて前記取付部材に取
り付けられることを特徴とする請求項１記載の内視鏡の
手元操作部。
【請求項３】  前記アングルツマミは、前記押圧部材と
一体形成されており、前記取付部材に第２ビスによって
固定することにより、前記取付部材に取り付けられるこ
とを特徴とする請求項１記載の内視鏡の手元操作部。
【請求項４】  アングルワイヤが巻回された巻取車と、
該巻取車の回転軸に連結されたアングルツマミとを備
え、アングルツマミを回動操作することにより、挿入部
先端に形成された湾曲部を湾曲させる内視鏡の手元操作
部において、
前記アングルツマミを前記巻取車の回転軸の端面に固定
するビスと、
前記アングルツマミに取り付けられ、弾性部材を介して
前記ビスの頂部を押圧する押圧部材と、を備えたことを
特徴とする内視鏡の手元操作部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡の手元操作
部に係り、特に手元操作部に設けられたアングルツマミ
を回動操作することにより、挿入部先端に形成された湾
曲部を所望の方向に湾曲させる内視鏡の手元操作部に関
する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は、体腔内で所望の方向が観察で
きるように、挿入部の先端が湾曲するようにされてい
る。この湾曲部は手元操作部に設けられたアングルツマ
ミを回動操作することにより、所望の方向に湾曲するよ
うに構成されている。
【０００３】ところで、この湾曲操作を行うアングルツ
マミは、アングルワイヤが巻回された巻取車の回転軸に
ビスで固定されて手元操作部に設けられるが、この回転
軸は手元操作部に形成された開口部から外部に突出して
設けられるため、その径が大きくなると、手元操作部に
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形成する開口部の径も大きくなり、それだけ手元操作部
の気密性も低下しやすくなるという欠点がある。このた
め、一般にアングルツマミが取り付けられている手元操
作部の構造が知られている（特願平１１－２３１２３８
号）が、その回転軸の径は小さく形成されている。ま
た、アングルツマミが取り付けられる回転軸には気密パ
ッキンが取り付けられるが、その回転軸の径が大きくな
ると、気密パッキンとの接触面積が増え、アングルツマ
ミの回動操作時に負荷が大きくなるという欠点がある。
このことからも一般にアングルツマミが取り付けられる
回転軸は、その径が小さく形成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、アング
ルツマミが取り付けられる回転軸の径を小さくすると、
アングルツマミの繰り返しの回動操作によって、アング
ルツマミを回転軸に固定するビスが緩んでしまい、作動
不具合が発生するという欠点がある。
【０００５】本発明はこのような事情に鑑みてなされた
もので、確実にアングルツマミを固定できる内視鏡の手
元操作部を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記目的を達
成するために、アングルワイヤが巻回された巻取車と、
該巻取車の回転軸に連結されたアングルツマミとを備
え、アングルツマミを回動操作することにより、挿入部
先端に形成された湾曲部を湾曲させる内視鏡の手元操作
部において、前記巻取車の回転軸よりも大径に形成され
るとともに、その回転軸の端面にビスによって固定さ
れ、前記アングルツマミが取り付けられる取付部材と、
前記アングルツマミに取り付けられ、弾性部材を介して
前記ビスの頂部を押圧する押圧部材と、を備えたことを
特徴とする内視鏡の手元操作部を提供する。
【０００７】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、前記アングルツマミは、前記取付部材と前記押圧部
材との間に介在され、前記押圧部材を第２ビスによって
前記取付部材に固定することにより、前記取付部材と前
記押圧部材とに挟持されて前記取付部材に取り付けられ
ることを特徴とする請求項１記載の内視鏡の手元操作部
を提供する。
【０００８】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、前記アングルツマミは、前記押圧部材と一体形成さ
れており、前記取付部材に第２ビスによって固定するこ
とにより、前記取付部材に取り付けられることを特徴と
する請求項１記載の内視鏡の手元操作部を提供する。
【０００９】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、アングルワイヤが巻回された巻取車と、該巻取車の
回転軸に連結されたアングルツマミとを備え、アングル
ツマミを回動操作することにより、挿入部先端に形成さ
れた湾曲部を湾曲させる内視鏡の手元操作部において、
前記アングルツマミを前記巻取車の回転軸の端面に固定
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するビスと、前記アングルツマミに取り付けられ、弾性
部材を介して前記ビスの頂部を押圧する押圧部材と、を
備えたことを特徴とする内視鏡の手元操作部を提供す
る。
【００１０】本発明によれば、アングルツマミは回転軸
の端面にビスで固定された取付部材に取り付けられる。
この取付部材は回転軸よりも大径に形成されているた
め、たとえビスでアングルツマミを固定した場合であっ
ても、容易にそのビスが緩むことがない。一方、取付部
材を回転軸に固定するビスは、その頂部が弾性部材を介
して押圧部材に押圧されているため、アングルツマミが
繰り返し操作された場合であっても容易に緩むことがな
い。これにより、確実にアングルツマミを固定すること
ができる。
【００１１】また、アングルツマミをビスによって直接
回転軸に取り付けた場合であっても、そのビスの頂部が
弾性部材を介して押圧部材に押圧されるため、アングル
ツマミを繰り返し操作した場合であっても、そのビスが
容易に緩むことがない。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る内視鏡の手元操作部の好ましい実施の形態について詳
説する。
【００１３】図１に示すように、本実施の形態の内視鏡
１０は、体腔内に挿入される挿入部１２と、その挿入部
１２に接続される手元操作部１４とから構成されてい
る。
【００１４】挿入部１２は、軟質部１６、湾曲部１８、
先端硬質部２０で構成されている。湾曲部１８は、手元
操作部１４に設けられたアングルツマミ２２を回動操作
することにより湾曲する。そして、この湾曲部１８を湾
曲操作することによって、先端硬質部２０が所望の方向
に向けられる。この先端硬質部２０には、その先端面に
図示しない対物レンズ、照射窓及び鉗子チャンネルが形
成されており、対物レンズの内側には固体撮像素子が設
けられている。
【００１５】一方、手元操作部１４には、吸引ボタン２
６、シャッターボタン２８等の各種ボタンが設けられて
いる。吸引ボタン２６は、これを術者が操作することに
より、先端硬質部２０に設けられた鉗子チャンネルから
液体が吸引される。また、シャッターボタン２８は、こ
れを術者が操作することにより、観察像が撮影される。
【００１６】また、この手元操作部１４には、鉗子孔３
０が設けられており、この鉗子孔３０から挿入された鉗
子等の処置具が先端硬質部２０に設けられた鉗子チャン
ネルから突出される。
【００１７】さらに、この手元操作部１４には、図示し
ないライトガイド軟性部が接続されており、このライト
ガイド軟性部には図示しない光源装置が接続される。こ
のライトガイド軟性部にはライトガイド棒が内蔵されて
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おり、このライトガイド棒によって導かれた照明光が先
端硬質部２０の照明窓から照射される。
【００１８】ところで、上述したように挿入部先端に形
成されている湾曲部１８は、手元操作部１４に設けられ
たアングルツマミ２２を回動操作することにより湾曲操
作されるが、このアングルツマミ２２は、図２に示すよ
うに、手元操作部１４に内蔵された巻取車３２に連結さ
れている。この巻取車３２には、アングルワイヤ３４が
巻回されており、この巻取車３２がアングルツマミ２２
で回動操作されることにより、アングルワイヤ３４が牽
引されて湾曲部１８が湾曲される。
【００１９】ここで、このアングルツマミ２２が連結さ
れる巻取車３２は、図２に示すように、その軸芯部に回
転軸３６が連結されている。この回転軸３６は手元操作
部１４内に配置された軸受部材３８に軸支されており、
これにより、巻取車３２が手元操作部１４内で回動自在
に支持される。
【００２０】また、この回転軸３６は、手元操作部１４
に形成された開口部４０から気密パッキン４１を介して
外部に突出して設けられており、この回転軸３６にアン
グルツマミ２２が取り付けられる。
【００２１】図３は、アングルツマミの取付部の構造を
示す側面断面図である。同図に示すように、回転軸３６
の先端面には取付板４２が取り付けられている。この取
付板４２は、回転軸３６よりも大径に形成されており、
３本の第１ビス４４、４４、４４（２本のみ図示）によ
って回転軸３６の先端面に固定されている。
【００２２】ここで、この取付板４２を固定する３本の
第１ビス４４、４４、４４は、取付板４２に形成された
３つの取付穴４６、４６、４６（２つのみ図示）に挿通
されるとともに、回転軸３６の先端面に形成された３つ
の第１ネジ穴４８、４８、４８（２つのみ図示）に螺合
されて、取付板４２を回転軸３６に固定する。
【００２３】また、この３本の第１ビス４４、４４、４
４が螺合される３つの第１ネジ穴４８、４８、４８は、
回転軸３６の軸線に沿って形成されるとともに、回転軸
３６の先端面の三分割位置に形成されている。
【００２４】アングルツマミ２２は、前記のごとく回転
軸３６の先端面に取り付けられた取付板４２に取り付け
られる。ここで、このアングルツマミ２２の裏面２２Ｂ
には、取付板４２の形状に合致した裏側凹部５０が形成
されている。アングルツマミ２２は、この裏側凹部５０
を取付板４２に嵌め合わせて、取付板４２に取り付けら
れる。
【００２５】また、アングルツマミ２２の表面２２Ａに
は、表側凹部５２が形成されており、この表側凹部５２
には押圧板５４が嵌め込まれる。この押圧板５４はリン
グ状に形成されており、この押圧板５４を２本の第２ビ
ス５６、５６によって取付板４２に固定することによ
り、アングルツマミ２２が押圧板５４と取付板４２との
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間で挟持されて、取付板４２に固定される。
【００２６】ここで、この押圧板５４を固定する２本の
第２ビス５６、５６は、押圧板５４に形成された２つの
取付穴５８、５８に挿通されるとともに、アングルツマ
ミ２２に形成された２つの取付穴６０、６０に挿通さ
れ、取付板４２に形成された２つの第２ネジ穴６２、６
２に螺合されることにより、押圧板５４を取付板４２に
固定する。
【００２７】ところで、前記のごとく取付板４２に取り
付けられるアングルツマミ２２は、その中心部に穴６４
が貫通して形成されている。そして、その穴６４の内周
部にはＯリング６６が収容されている。このＯリング６
６は、押圧板５４を取付板４２に固定すると、その押圧
板５４に押圧されて弾性変形し、その側面に接触する第
１ビス４４、４４、４４の頂部を回転軸３６に向けて押
圧する。そして、このように、Ｏリング６６によって頂
部が押圧されることにより、第１ビス４４、４４、４４
は、アングルツマミ２２が繰り返し回動操作されても容
易に緩みにくくなる。
【００２８】以上のようにしてアングルツマミ２２は、
巻取車３２に連結された回転軸３６に取り付けられる。
【００２９】なお、押圧板５４は、その強度を確保する
ため金属製とする。一方、押圧板５４は、図３に示すよ
うに、アングルツマミ２２の表面２２Ａから露出しない
ように、ゴム等の電気絶縁材で形成した栓６８が取り付
けられる。栓６８は、その裏面中央部に形成されたテー
パ状の突起部６８Ａを押圧板５４の中央部に形成された
穴５４Ａに嵌め込むことにより、押圧板５４に取り付け
られる。
【００３０】前記のごとく構成された本実施の形態の内
視鏡の手元操作部の作用は次のとおりである。
【００３１】図３に示すように、アングルツマミ２２
は、巻取車３２の回転軸３６に連結された取付板４２に
押圧板５４を介して第２ビス５６によって取り付けられ
るが、この取付板４２は、巻取車３２の回転軸３６より
も大径に形成されており、また、その第２ビス５６によ
る締結位置も回転中心から離れた位置に設けられている
ため、アングルツマミ２２を繰り返し回動操作したとし
ても、容易に第２ビス５６が緩むことはない。
【００３２】一方、アングルツマミ２２が取り付けられ
る取付板４２は、第１ビス４４によって巻取車３２の回
転軸３６に取り付けられるが、第１ビス４４は、その頂
部がＯリング６６を介して押圧板５４に押圧されている
ため、アングルツマミ２２を繰り返し回動操作したとし
ても容易に緩むことはない。
【００３３】このように、本実施の形態の手元操作部に
よれば、巻取車３２の回転軸３６を小径に形成した場合
であっても、固定用のビスが容易に緩むことがないの
で、アングルツマミ２２を確実に固定することができ
る。また、これにより、手元操作部１４の高い気密性を*
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*確保することができるとともに、アングルツマミ２２の
作動を軽くすることができる。
【００３４】なお、本実施の形態では、取付板４２と押
圧板５４とで挟持してアングルツマミ２２を取付板４２
に固定するように構成しているが、図４に示すように、
押圧板とアングルツマミ２２と一体物として形成し、直
接第２ビス５６によってアングルツマミ２２を取付板４
２に固定するようにしてもよい。
【００３５】また、図５に示すように、アングルツマミ
２２を直接第２ビス５６によって取付板４２に固定する
とともに、押圧板５４は、第３ビス（不図示）で取付板
４２に固定して、Ｏリング６６を押圧するように構成し
てもよい。
【００３６】さらに、図６に示すように、取付板４２を
使用せずに直接アングルツマミ２２を第１ビス４４によ
って回転軸３６に固定するようにしてもよい。この場
合、アングルツマミ２２に第２ビス５６で押圧板５４を
固定し、その押圧板５４によってＯリング６６を介して
第１ビス４４の頂部を押圧するようにしてもよい。これ
によっても、第１ビス４４の緩みを防止して、アングル
ツマミ２２を確実に固定することができる。
【００３７】また、本実施の形態では、第１ビス４４の
頂部を押圧する弾性部材としてＯリング６６を使用して
いるが、弾性力を有する部材であれば、これに限定され
るものではなく、他の部材、たとえばゴム板などを使用
してもよい。
【００３８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
アングルツマミは巻取車の回転軸よりも大径に形成され
た取付部材に取り付けられるため、たとえビスでアング
ルツマミを固定した場合であっても、容易にそのビスが
緩むことはない。また、その取付部材は、回転軸の先端
面にビスで取り付けられるが、そのビスの頂部は弾性部
材を介して押圧部材に押圧されているため、アングルツ
マミが繰り返し操作された場合であっても、そのビスが
容易に緩むことはない。これにより、確実にアングルツ
マミを固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用された内視鏡の全体構成図
【図２】手元操作部の要部の構成を示す部分断面図
【図３】アングルツマミの取付部の構造を示す断面図
【図４】手元操作部の他の実施の形態を示す断面図
【図５】手元操作部の他の実施の形態を示す断面図
【図６】手元操作部の他の実施の形態を示す断面図
【符号の説明】
１０…内視鏡、１２…挿入部、１４…手元操作部、１６
…軟質部、１８…湾曲部、２０…先端硬質部、２２…ア
ングルツマミ、３２…巻取車、３４…アングルワイヤ、
３６…回転軸、３８…軸受部材、４０…開口部、４２…
取付板、４４…第１ビス、４６…取付穴、４８…第１ネ



(5) 特開２００１－２６９３０２
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ジ穴、５０…裏側凹部、５２…表側凹部、５４…押圧
板、５６…第２ビス、５８…取付穴、６０…取付穴、６*

8
*２…第２ネジ穴、６４…穴、６６…Ｏリング、６８…
栓

【図１】

【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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